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巻頭言

　近年、本学にも海外からの留学生が増えてきまし
た。タイ、カンボジア、ネパール､インド等は他の大
学と変わらないと思いますが、本学の特徴は中国か
ら密教を学ぶために来ている僧侶達です。学生食
堂では､彼らのために、精進料理の一品を用意して
おります。現代の中国では、僧侶達は、座禅しな
がら念仏を唱えるといった禅念融合が主流であり､
密教は、唐代の会昌の破仏以来、廃れてしまいま
した。戦前には上海の静安寺から密教を学ぶため
に来た留学生もおりました。
　社会がどんなに豊かになり、便利になっても、人
間の悩みは尽きることはありません。自分や家族の
健康、自らの出世や財産の保全、子供や孫の進学
等、心配事は目白押しです。こんな不安や悩みを
抱えながら、毎日、一歩を踏み出してゆかねばなり
ません。こんな弱い人間に手を差し伸べてくれる存
在､日々 の小さな心配の中で頼れる誰かが必要なの
です。
　これに対応できる宗教は、実は密教なのです。
悟りや解脱を説く宗教に比べて、「現世利益」も教
説に含まれる密教は低次元と言う思い込みがありま
すが、現世利益は宗教への第一歩であり、これに
対応できなければ､宗教でありません。差し迫った
飢餓や生命の危険から解放されて、豊かになった
中国で､日々 の心の平安のために、正に密教の復活
が求められているのです。
　中国の文化に深く通達し、流麗な漢文で書かれ
た空海弘法大師の思想は､日本人よりもむしろ中国
人にとって、より、理解し易いところがあるのも事実
です。本学は、中国から遙かに離れた、この紀州
の山地にありますが、留学生達の動向を通して、
普通は新聞紙上に現れない、中国の人達の心の動
きを垣間見ることができるのです。

垣間見る中国民衆の心
高野山大学　学長 添田 隆昭
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ています。
　一方で、その不便さも私に多くのことを教えてく
れました。交通の不便さから、私は自分の時間を
より計画的に使うようになり、店舗の少なさからは、
自分で料理を作ることに挑戦し始めました。留学
生、外国人の少なささえも、日本人との交流の機
会が増えました。
　中国から日本語学校へ、そして日本語学校から
和歌山へ。私たちは次 と々一つの生活から一つの
生活への変化を経験しています。最初はすべてが
不安でしたが、これは他の誰にもない、自分だけ
の成長の機会でもありました。自然豊かな風景、
温かい人々、多様な文化に触れることで、私は自
分をより良く知り、成長することができました。これ
からも日本での経験を大切にし、さらなる学びと成
長を迎えたいと思います。

「一つの生活から一つの生活へ」
近畿大学 生物理工学部 ２年

王　麒舜
（中　国）

　知らず知らずのうちに、私は日本に来てから既
に三年が経ちました。二年前、日本語学校の先生
のお勧めで私は近畿大学生物理工学部に入学し、
言語学校の先生や友達と別れ、慣れ親しんだ生
活を捨てて初めての一人暮らしを始めました。
　正直なところ、都市で育った私は最初にここに
来たとき、「ここは田舎だ」という印象を抱きました。
不便な交通や遠い店など、さまざまな不便が私を
心配させ、ここで生活できるかどうかさえ不安を感
じさせました。しかし、実際にここで生活し始めると、
私は異なる考えを持つようになりました。都市での
生活に慣れた私は、生活がゆっくりと進む感覚を
体験しました。夕日の雲、夜の星、道端の花草、
これらの美しい景色を都市のビルに遮られて見逃
していたことに気づきました。そして、知らず知ら
ずのうちに、私はこれらの景色が好きになり、ここ
が好きになりました。今では、放課後に風景を楽
しみながら帰宅することが私の毎日の楽しみになっ
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「自己紹介」
和歌山工業高等専門学校 知能機械工学科 ３年

ユジン
（マレーシア）

　こんにちは皆さん、和歌山工業高等専門学校知
能機械工学科 3 年生のユジンです！出身はマレー
シアのケダ州です。今年の 4月に和歌山工業高等
専門学校に入学しました。高専に入る前、一年半
ぐらい日本語を勉強しました。日本語でコミュニケー
ションをするのはまだまだ上手じゃないけど、幸い
にもここの皆さんはとても親切で、話しやすいです。

　日本に対する第一印象は先進国です。でも実際
に日本に住んでみると、日本は先端技術を持って
いると同時に、大自然もちゃんと守っていることに全
く感服しました。道を歩くと、ごみはあまりないで
すし、国民もちゃんとごみを分類しているし、とて
も素敵な国です。和歌山工業高等専門学校に来
て、とても良かったと思います。先生とクラスメイト
はとても優しいし、いつも助けてくれます。そのお
かげで、高専の生活が楽になっています。皆さん
に心から感謝しています。

　先日、和歌山大学で行われたスピーチコンテス
トを見に行った時、他の国の留学生と交流できて
良かったです。こんな国際交流会がもっと和歌山
で行われたらいいと思います。

　日本に来てから、いつも日本人や中国人や韓国
人に勘違いされています。マレーシアには三大民
族があります。それはマレー系、インド系、中華
系です。少数派の原住民族もあります。私はマレー
シアの中華系です。民族が多いので、マレーシア
の文化は他の国の人から見たら、結構面白いです。
特に食べ物が美味しいです。良かったら、ぜひマ
レーシアに来て、色 な々ものを体験してほしいです。
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和歌山工業高等専門学校 環境都市工学科 ３年

ミニア
（カンボジア）

「私の故郷はこんな国」

　皆さんこんにちは、カンボジアから来た留学生の
ミニアです。和歌山工業高等専門学校環境都市工
学科 3年生です。

　カンボジアと言えばどんなイメージをしますか。カ
ンボジアは東南アジアにあります。ラオス、ベトナム、
タイの国境に接して、南部は海に面しています。そ
れから、プノンペンという首都と24 県があります。
　私はバッタンバン (Battambang)という県に住んで
います。プノンペンから車で 7 時間もかかります。
また、成田空港からプノンペンまで直行便で 7 時間
もかかります。カンボジアの言語は、カンボジア語
ではなくてクメール語という言葉です。面積は
181,035 ㎢、日本に比べて二分の一です。カンボジ
アの人口は約 1650 万人です。宗教についてはだい
たい 95%のカンボジア人は仏教徒です。カンボジア
には季節が 2つしかないです。雨季と乾季です。
　カンボジアと言えば、アンコールワットというお寺
が思いつくと思います。アンコールワット (Angkor 
Wat) はシェムリアップ (Siem Reap) という県にあり、
その中に 72 のお寺があります。アンコールワットは
9 世紀から 15 世紀の間に建てられました。更に、
1992 年にUNESCO の世界遺産に選ばれました。 そ
こはカンボジアで一番人気がある観光地です。そう
いう訳でアンコールワットはカンボジアの象徴になり
ました。

カンボジアは豊かな文化の国ばかりじゃなくていっぱ
い美味しい食べ物があるし、面白いお祭りも多いで
す。例えば、毎年 4 月の中旬にクメールお正月や
ボンオントークというお祭り ( ボートの競技や花火大
会など行うこと ) があります。カンボジアの人 の々生
活については 80％の国民が農家として生活してお
り、国土もたくさんの田に囲まれています。その上、
最近の調査によると国の GDP は大体 1625 ドル
（24 万円ぐらい）で、発展を続けている国といわれ
ています。また、カンボジアの人は親しくて親切な
人が多いです。どこでも会うときによくお互いに挨拶
をしています。加えて、困っている時に国籍問わず
助け合っています。特に食べ物があれば、お互い
に共有する習慣があるし、社会全体でもお互いを尊
敬しあっています。

　最後に、私はカンボジア人であることを誇りに思っ
ています。カンボジアを訪問したことがない人はぜ
ひ来てみてください。
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「自己紹介」
和歌山工業高等専門学校 電気情報工学科 ３年

ルクマンバスリ
（マレーシア）

　こんにちは皆さん、和歌山高等工業専門学校電
気情報工学科 3 年のルクマンバスリです。マレーシ
アのトレンガヌの出身です。好きな日本食は卵かけ
ご飯です。日本に来てから友達に紹介されて好きに
なりました。和歌山に来たのは、今年 3 月末です。
その時、和歌山城で人生の初めて桜を見ました。

　　

　日本に到着したばかりの時は、頭の中にいろいろ
な考えがありました。例えば、友達はどんな人なのか？
食べられる食べ物はあるのか？などです。幸いにも
和歌山高専に来て、そんな問題は解決しました。友
達はみんな優しくて、おもしろいです。なにか困っ
ていることがあったら、助けてくれました。私の日本
語があまり上手ではないのに、みんなが理解しよう
としてくれました。以前は日本語で会話することは苦
手でしたが、みんなのおかげで、うまくいけそうです。

　和歌山高専での寮食はハラールの物を用意してく
れたので、嬉しかったです。私はイスラム教徒だか

ら、豚肉とアルコールは食べてはいけません。とて
もありがたいと感じました。授業面では、最初は先
生の挨拶くらいしか理解できなかったです。説明と
か質問とかだいたいわかりませんでした。当時は自
信を失って、“できるかな俺？” と落ち込んでいました。

　だが、先生は私のことを応援してくれて、いつも
助けたいと言われました。この言葉を聞いた時は、
感動しました。留学は大変なことだと思いましたが、
いろいろな手助けを受けて楽になりました。今は日
本にいるうちに、いろいろなことを学びたくて、留学
の生活を楽しんでいます。友達と先生ともっと仲を
良くしたいです。もちろん、述べたことは簡単では
ないですが、あきらめるわけじゃないです。絶対頑
張ります。
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「和歌山で学んでいます」
和歌山大学 経済学研究科 ２年

蔡　子杰
（中　国）

　2018 年から和歌山での生活が始まり、もう5年
が経ちました。あっという間に和歌山大学を卒業し
ようとしていて、時間の経過に感慨深いものがあり
ます。ここは勉強する場所であると同時に、成長し、
様 な々人 と々出会う舞台でもありました。先輩、同輩、
後輩、先生、和歌山の地元の人 と々の交流は、心
温まる思い出となっています。誰かが和歌山の話を
するときも、私が振り返るときも、いつも心には深い
感情が湧き上がり、この街に対して深い愛情を感じ
ています。
　和歌山での留学生活を通じて、自分の立場や気
持ちが変ったことを実感しました。ここに来てから、
多くの人 の々恩恵と支援を受けました。友人、先輩、
先生、留学生支援団体WINなどです。時間は流
れても、その感謝の気持ちはいつも心に鮮明に残っ
ています。だからこそ、感謝の心を持ち続け、この
街に恩返しをしたいと思っています。和歌山での日々
を経験し、何も知らなかった後輩から、今では和歌
山に詳しい「古参者」として、この街のユニークな
点を共有することに喜びを感じています。初めて和
歌山に来た留学生には、「有名な観光スポットやグ
ルメはネットで簡単に調べられるので、独特な場所
を紹介しますね」と言いました。美しい景色が見え
る夕陽百選、美味しい食べ物の新参者の鶏骨ラー
メン、中国の友人が絶賛する本格的な中国料理の
小飯骨（笑）。車を手に入れてからは、友人を連

れて和歌山の様 な々場所を探検してみました。例え
ば、雑賀崎の漁港の村落や自然が溢れている生石
高原などです。彼らが「景色が美しい」「美味しい
料理を食べた」「今日は楽しかった」と言うとき、そ
れが私にとっての最大の喜びです。彼らの目に映る
和歌山がより豊かで多彩になるからです。
　大学から大学院にかけての時間を通じて、中国
とは異なる文化や習慣を深く体験し、日本の大学生
活に没頭しました。特に学部時代に参加した交響
楽団での経験は印象深いものでした。演奏会のた
めに共に目標に向かって努力する経験は、私の留
学生活をより充実させました。今は和歌山で仕事を
見つけ、無事に就職活動を終えました。私の大学
院生活も終わりが近づき、学生としての幕を閉じよ
うとしています。これから和歌山で新たなシナリオを
開始します。
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寄稿文 | 留学生から

「内向的な性格でも留学は可能！」

　私は、内向的な人は留学に向いていないと思っ
ていた。内向的な人は、静かな環境を好み、自分
の時間を大切にする傾向があり、新しい環境に適
応するのが難しいと言われているからだ。特に、異
なる文化や習慣に触れると、自分を表現するのが苦
手で、さらに適応が難しくなると言われている。
しかし、私は実際に日本の和歌山に留学し、予想
を覆す素晴らしい経験をした。もちろん、最初は言
葉や文化の違いに戸惑い、挨拶や贈り物のマナー
を間違うこともあった。しかし、和歌山の人 は々驚く
ほど温かく、親切だった。特に、Win Concord とい
う NPO 団体が、私たち留学生を支援し、留学生活
を円滑にするためにさまざまなサポートを提供してく
れた。
　Win Concord のメンバーは、私たち留学生のため
にさまざまなイベントや文化行事を企画し、参加を
促してくれた。花見や八朔狩り、初詣などの日本の
伝統的な行事に参加することで、日本文化を体験
する機会を与えてくれた。また、言語や文化の違い
に関するアドバイスやサポートも惜しみなく提供して
くれた。
　さらに、私たちが健康や問題で困っているときで
も、Win Concord のメンバーは親身になって相談に
乗ってくれた。私たちにとって、彼らはかけがえのな
い存在であり、和歌山で新しい環境に適応するた

めに欠かせない存在だった。
　この留学経験を通じて、私は、内向的な性格だ
からといって、新しい環境に適応できないという先
入観が間違っていることを学んだ。大切なのは、サ
ポートを受けることや、新しい経験に積極的に取り
組むことだ。そして、Win Concord のようなサポート
組織の存在は、留学生活を豊かなものにする重要
な要素であると強く感じた。

和歌山大学 経済学部 ４年

 ホァン ティ フォン タオ
（ベトナム）
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寄稿文 | 国際交流を考える

「アメリカ留学記」
和歌山大学 観光学部 ４年

花井 佑果
（日　本）

　2022 年 9月から2023 年 5月までの約 9か月間、
私はアメリカのマサチューセッツ州にあるブリッジ
ウォーター州立大学に留学しました。観光地としても
有名なボストンから電車で約 40 分の場所に位置し
ています。

　留学していた 2 学期間、大学や日常生活を通し
て多くのことを学びました。私は秋学期に５つ、春学
期には４つの授業を受講しました。社会学や人類学、
ジェンダー問題、哲学についての授業を受講しまし
た。特に哲学の授業は、和歌山大学ではほとんど
ないので受講することを楽しみにしていました。授
業内容はやはり興味をひくもので、ここでも学生たち
は自分の意見を持って発言、積極的に質問するな
ど、私自身も大いに触発されました。
また、留学期間中には大学でプレゼンテーション
をする機会が 2 回ありました。一回目は Asian 
Studies Forum で、日本の観光について話しまし
た。二回目は StARS (Student Arts and Research 
Symposium) という年度末に行われるシンポジウム
で、アジア人女性としてのアメリカでの経験につい
て発表しました。ほぼ全員ネイティブスピーカーの
前で、英語で発表するということはなかなかないの
でとても緊張しましたが、自分の研究に対する自信

に繋がるとてもいい経験になったと思います。
　勉学だけではなく、遊びも充実した9ヶ月間でした。
授業のない休日は、ボストンに遊びに行くことができ
ます。大阪で言うと、梅田やなんばに遊びに行くよ
うな感覚で、ボストンにアクセスできるという現実に
慣れるのに時間がかかりました。秋学期と春学期の
間の冬休み、春学期の間の春休み、日本に帰って
くる前の夏休みは、いろいろな場所へ旅行しました。
ニューヨーク、ワシントンD.C.、ロサンゼルスなど、様々
な場所を観光しました。私はほとんど 1 人で旅行し
たので、楽しみな気持ちと同時に不安や恐怖もあり
ましたが、個人的に大きく成長できたと思います。
　日本に帰ってきて半年ほど経ちますが、アメリカで
の 9ヶ月間は私の人生に大きな影響を与え続けてい
ます。最後に、異国の地での生活を支えてくれた
アメリカで出会った世界中の友人たち、10000 キロ
以上離れた土地で、私の冒険を応援して支えてく
れた親、親戚、友人に、感謝したいと思います。
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　私は、内向的な人は留学に向いていないと思っ
ていた。内向的な人は、静かな環境を好み、自分
の時間を大切にする傾向があり、新しい環境に適
応するのが難しいと言われているからだ。特に、異
なる文化や習慣に触れると、自分を表現するのが苦
手で、さらに適応が難しくなると言われている。
しかし、私は実際に日本の和歌山に留学し、予想
を覆す素晴らしい経験をした。もちろん、最初は言
葉や文化の違いに戸惑い、挨拶や贈り物のマナー
を間違うこともあった。しかし、和歌山の人 は々驚く
ほど温かく、親切だった。特に、Win Concord とい
う NPO 団体が、私たち留学生を支援し、留学生活
を円滑にするためにさまざまなサポートを提供してく
れた。
　Win Concord のメンバーは、私たち留学生のため
にさまざまなイベントや文化行事を企画し、参加を
促してくれた。花見や八朔狩り、初詣などの日本の
伝統的な行事に参加することで、日本文化を体験
する機会を与えてくれた。また、言語や文化の違い
に関するアドバイスやサポートも惜しみなく提供して
くれた。
　さらに、私たちが健康や問題で困っているときで
も、Win Concord のメンバーは親身になって相談に
乗ってくれた。私たちにとって、彼らはかけがえのな
い存在であり、和歌山で新しい環境に適応するた

留学生との交流行事

■令和５年度留学生交流活動行事（事業）

10

和歌山大学

令和５年 ４月

５月

６月

７月

８月

９月

10 月

11 月

12 月

令和６年 １月

新入留学生オリエンテーション

和歌祭御船歌・唐人衣装披露

新入留学生歓迎交流会

多言語サロン 2023 前期

ブリッジウォーター州立大学短期研修受入

大阪府立岬高等学校と留学生の交流授業

短期交流学生受入サマープログラム

JETRO 和歌山主催 外国人留学生向け「企業との出会いの場」

むすぼらランチミーティング「世界の防災教育を語り合う会」

第 15 回留学生による作文コンクール

日本語・日本文化研修留学生　修了式

新入留学生オリエンテーション

和歌山キワニスクラブ様　留学生向け炊飯器贈呈式

新入留学生歓迎交流会

多言語サロン 2023 後期

津木中学校フレンドシップデイへの留学生派遣

「紀州っ子アドベンチャー」への留学生派遣

附属小学校５・６年英語での交流授業への留学生派遣

第 21 回学長杯「留学生による日本語スピーチコンテスト」

橋本高等学校と留学生の交流授業

藤戸台小学校６年と留学生の交流授業

▲和歌祭御船歌・唐人衣装披露 ▲多言語サロン 2023 前期



▲むすぼらランチミーティング「世界の防災教育を語り合う会」▲短期交流学生受入サマープログラム

▲新入留学生歓迎交流会▲第 15 回留学生による作文コンクール

▲多言語サロン 2023 後期▲第 21 回学長杯「留学生による日本語スピーチコンテスト」

留学生との交流行事
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■令和５年度留学生交流活動行事（事業）



留学生との交流行事
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■令和５年度留学生交流活動行事（事業）

和歌山工業高等専門学校

令和５年 ８月 留学生交流行事

（和歌山城や紀三井寺、博物館）

令和５年 10 月

令和６年 ２月

３月

外国人による日本語スピ－チ大会

新春国際交流パーティー（予定）

和歌山城で清掃＆お花見（予定）

和歌山国際ボランティア組織 KNOW

▲外国人による日本語スピ－チ大会 ▲和歌山城で清掃＆お花見（令和４年度の写真）

令和５年 12 月

国際ソロプチミスト和歌山

留学生との交流会（貴志川線周遊）

▲伊太祁曾神社



NPO 法人 WIN コンコード

▲お花見 加太運動広場 ▲丹生都比売神社花盛祭　

令和５年 ３月

４月

５月

６月

７月

９月

10 月

12 月

通年

新入生歓迎お花見

ホームパーティー（年間２回）

世界遺産高野山研修 　熊野方面（那智の瀧）等（年間４回）

卒業生来和（年間５回）

花火大会

市内観光（紀三井寺、紀の川市平池、海南市等）（年間４回）

歌舞伎鑑賞

日研生送別会

後期新入生歓迎会

大相撲和歌山場所秋巡業　見学

バス旅行（淡路島観光）

和歌山大学大学主催のスピーチコンテストに奨励賞贈呈

八朔狩り

その他観光

吉野山、丹生都比売神宮渡御行列参加、有田川清水町、白浜、

但馬高原植物園・神戸異人館周辺、奈良県洞川温泉、みたらい渓谷、

白浜コンサート、奈良観光

留学生との交流行事 留学生との交流行事
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■令和５年度留学生交流活動行事（事業）



▲新入生歓迎会 WIN 事務所 ▲大相撲和歌山場所秋巡業

▲浴衣姿で（港まつり花火大会） ▲明石海峡大橋

▲橋杭岩 ▲歌舞伎鑑賞（大阪松竹座）

▲あわじ花さじき ▲交流会 WIN 事務所

留学生との交流行事 留学生との交流行事
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■令和５年度留学生交流活動行事（事業）



留学生との交流行事
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調査と統計

■和歌山地域の留学生受入状況

和

歌

山

大

学

和
歌
山
県
立
医
科
大
学

高

野

山

大

学

近
畿
大
学生

物
理
工
学
部

和
歌
山
信
愛

女
子
短
期
大
学

和
歌
山
工
業

高
等
専
門
学
校

合

計

113 6 10 22 - 0 151

18 0 0 0 - 4 22

4 0 0 0 - 0 4

12 0 1 1 - 0 14

3 0 0 0 - 0 3

3 0 1 0 - 0 4

1 0 0 0 - 1 2

0 0 0 0 - 2 2

6 0 0 0 - 3 9

1 0 1 0 - 0 2

1 0 0 0 - 0 1

1 0 0 0 - 0 1

1 0 0 0 - 0 1

0 0 1 0 - 0 1

3 0 0 0 - 0 3

0 1 0 0 - 0 1

中東 1 0 0 0 - 0 1

0 1 0 0 - 0 1

1 0 0 0 - 0 1

0 1 0 0 - 0 1

中南米 1 0 0 0 - 0 1

170 9 14 23 － 10 226

14 2 0 0 - 6 22

外国政府派遣留学生 17 0 0 0 - 4 21

交 換 留 学 生 46 0 0 0 - 0 46

県 費 留 学 生 0 0 0 0 - 0 0

上 記 以 外 留 学 生 93 7 14 23 - 0 137

170 9 14 23 － 10 226

令和5年10月1日現在

中 国

マ レ ー シ ア

コ ー ト ジ ボ ア ー ル

モ ン ゴ ル

カ ン ボ ジ ア

ソ ロ モ ン 諸 島

ア

ジ

ア

台 湾

韓 国

イ ン ド ネ シ ア

ベ ト ナ ム

タ イ

イ ン ド

ス リ ラ ン カ

ブ ラ ジ ル

オ ー ス ト ラ リ ア
オセアニア

ジ ン バ ブ エ

          合                   計

合 計 （ 21 カ 国 ）

留
学
費
用
別
内
訳

国 費 留 学 生

私
費
留
学
生

欧州

ナ イ ジ ェ リ ア

アフリカ

ロ シ ア

ウ ズ ベ キ ス タ ン

イ ス ラ エ ル

ア ル バ ニ ア

大学等名

国 名（地域）
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調査と統計

■和歌山地域の留学生推移

全国5/1
県全体
10/1

和歌山大学
和歌山県立
医科大学

高野山大学
和歌山工業
高等専門学

校

近畿大学
生物理工学

部

和歌山信愛
女子短期大学

近畿大学
青鞜短大

平成２年 41,347 36 17 9 6 4

平成３年 45,066 33 25 3 1 4

平成４年 48,561 41 29 7 1 4

平成５年 52,405 55 40 8 3 4

平成６年 53,787 76 58 9 3 5 1

平成７年 53,847 78 58 9 3 5 2 1

平成８年 52,921 76 59 8 1 6 2

平成９年 51,047 78 55 12 4 7

平成１０年 51,298 75 53 13 3 6

平成１１年 55,755 86 71 9 1 5

平成１２年 64,011 93 75 12 1 4 1

平成１３年 78,812 103 80 17 2 3 1

平成１４年 95,550 123 96 18 3 4 2

平成１５年 109,508 138 110 18 3 5 2

平成１６年 117,302 173 143 20 3 6 1

平成１７年 121,812 178 147 18 3 9 1

平成１８年 117,927 180 150 16 3 10 1

平成１９年 118,498 170 138 18 1 12 1

平成２０年 123,829 174 140 18 1 14 1

平成２１年 132,720 186 151 15 1 16 3

平成２２年 141,774 180 147 13 1 15 4

平成２３年 138,075 178 151 6 1 16 4

平成２４年 137,756 201 177 13 1 8 2

平成２５年 135,519 215 201 4 0 9 1

平成２６年 ※184,155 228 206 8 3 8 3

平成２７年 208,379 207 186 5 3 8 5

平成２８年 239,287 176 150 4 6 8 8

平成２９年 267,042 174 137 7 14 7 9

平成３０年 298,980 204 156 6 26 8 8

令和元年 312,214 216 171 7 21 9 8

令和２年 279,597 172 124 8 21 10 9

令和３年 242,444 200 151 7 17 11 14

令和４年 231,146 214 169 8 12 10 15

令和５年 未掲載 226 170 9 14 10 23

※平成26年度より高等教育機関及び日本語教育機関における総数を本調査における留学生数としている。
(独立行政法人日本学生支援機構ホームページ記載
https://www.jasso.go.jp/about/statistics/intl_student_e/index.html）
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調査と統計

■外国人留学生生活実態に関するアンケート

　調査集計結果

【調査目的】

県内外国人留学生の円滑な受け入れの促進と交流活動の推進を図るため留学生に係る生活面での実態を把握
し、和歌山県地域留学生等交流推進協議会での検討資料とする。

【調査項目】

A)基本的事項について　　　E）奨学金・授業料免除について

B) 住居・通学について　　　F）健康について

C) アルバイトについて　　　G）和歌山地域住民との交流について

D) 生活費について　　　　　H）その他

【調査時期】令和５年

【対象】和歌山県内の大学、短期大学、高等専門学校在籍の留学生　全 226 名   回答数：27 名



■外国人留学生生活実態に関するアンケート調査集計結果
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調査と統計



■外国人留学生生活実態に関するアンケート調査集計結果
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調査と統計



■外国人留学生生活実態に関するアンケート調査集計結果
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調査と統計



■外国人留学生生活実態に関するアンケート調査集計結果
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調査と統計



■外国人留学生生活実態に関するアンケート調査集計結果
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調査と統計



■外国人留学生生活実態に関するアンケート調査集計結果
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調査と統計



■外国人留学生生活実態に関するアンケート調査集計結果
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調査と統計



■外国人留学生生活実態に関するアンケート調査集計結果
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調査と統計

・敬語の使い方
・他のメンバーとのコミュニケーション



■外国人留学生生活実態に関するアンケート調査集計結果
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調査と統計



■外国人留学生生活実態に関するアンケート調査集計結果
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調査と統計

・135,000 円
・15 万円
・147,000 円
・11 万円
・11,700 円
・11,700 円



■外国人留学生生活実態に関するアンケート調査集計結果
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調査と統計



■外国人留学生生活実態に関するアンケート調査集計結果
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■外国人留学生生活実態に関するアンケート調査集計結果
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調査と統計



■外国人留学生生活実態に関するアンケート調査集計結果
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調査と統計



■外国人留学生生活実態に関するアンケート調査集計結果
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調査と統計



■外国人留学生生活実態に関するアンケート調査集計結果
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調査と統計



■外国人留学生生活実態に関するアンケート調査集計結果
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調査と統計

・満足しています
・困っている時にサポート
・お祭りなどの送信
・カフェテリアに両替機が欲しいです
・学校の事務先生は優しです、他の希望のことはありません。
・学校は留学生と日本人学生の交流会を組織したい
・もっと色々座学以外の学びをしたいので、手芸や文化的体験の情報もっと欲しい。
・ビサ更新について
・特になし（18 件）

・日本人しかできない
・遠く住んでいる
・特になし（３件）

・現地人との合う
・和歌山へ来て、1 年半くらい経って、地元や他国の留学生と知り合って、楽しいです
・もっと日本人と交流するチャンスがあったらいい
・交流の機会が多いです !
・楽しいです
・アルバイトの時給が少ない
・買い物がちょっと不便であること
・初めて来る人にとって、田舎での生活は不便だと思う。
・和歌山市に住んでいます。市内の交通は少し不便に感じます。
・各大学間でもっと学生交流を組織したい
・和歌山は美しいし、人も暖かいし、歴史も長いが、やっぱりムスリムフレンドリー対応
　などはあまりなくて、観光客にかかわらず在日外国人にも問題起こります。
・Wakayama is a convenient place to live, cheap and good.
・I love 和歌山
・すべてよし
・高野山は聖地です
・交通が便利欲しいこと
・和歌山は自然がきれいで、料理も美味しくて、住んでいる人たちが優しい県だと思い
　ます。高専からの交通がちょっと不便だと思います。
・バスとか交通機関少ない、高い
・特になし（７件）



（趣旨及び目的）

第１　和歌山県内における外国人留学生等の円滑な受け入れの促進及び地域との交流活動の推進を 図るととも
　　  に ，地域住民の国際理解の増進に寄与するため，和歌山地域留学生等交流推進協議会（以下「協議会」
　　  という。）を置く。

（事　業）

第２　協議会は，第１に掲げる目的を達成するため，次に掲げる事項について協議する。
　　（１） 留学生の受入れの推進
　　（２） 留学生の勉学条件及び生活環境の整備
　　（３） 留学生と地域住民との交流の推進
　　（４） 地域住民に対する啓発
　　（５） その他協議会の目的達成に必要な事業

（組　織）

第３　協議会は，次に掲げる委員をもって組織する。
　　（１） 和歌山 県内の高等教育機関，国の機関，地方公共団体，経済団体及び留学生 国際交流関係団体
　　　   のうちの関係機関　団体の長又は代表者　各１名
　　（２） 学識経験者若干名
　　２　前項の委員は，議長が委嘱する。
　　３　第１項第２号の委員の任期は，２年とし，再任を妨げない。

（議　長）

第４　協議会に議長を置き，委員の互選により選出する。
　　２　議長は，協議会を招集する。
　　３　議長の任期は，４月１日より２年間とし，再任を妨げない。

（委員以外の者の出席）

第５　議長が必要と認めたときは，委員以外の者を協議会に出席させることができる。

（運営委員会）

第６　協議会の円滑な運営を図るため，協議会の下に和歌山地域留学生等交流推進協議会運営委員会（以下
　　 「運営委員会」という。）を置く。
　　２　運営委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。
　　（１） 第３の第１項第１号に定める機関 団体から推薦された実務担当責任者各１名
　　（２） その他協議会が必要と認めた者 若干名
　　３　前項の委員は，協議会議長が委嘱する。
　　４　第２項第２号の委員の任期は，２年とし，再任を妨げない。
　　５　運営委員会に委員長を置き，協議会議長が指名する者をもって充てる。
　　６　委員長の任期は，４月１日より２年間とし，再任を妨げない。

協議会事務局より
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■事業報告

■和歌山地域留学生等交流推進協議会要項

　広報誌「きのくに」第 33 号を発行し、ホームページへ掲載した。巻頭言は、和歌山県立医科大学宮下和久
学長に協力いただき、学生の寄稿文及び各種調査統計についても、当協議会所属団体のご協力を得て、結果
を掲載した。
　令和５年１月、本協議会の存続について「今後の方向性に関するアンケート」を実施し、17 の所属団体から
回答を得た。和歌山地域留学生等交流推進協議会（総会）及び運営委員会は、諸般の事情により中止とした。



（事　務）

第７　協議会及び運営委員会の事務は，国立大学もしくは地方公共団体等が担当する。

（雑　則）

第８　この要項に定めるもののほか，協議会及び運営委員会の運営に関し必要な事項は，別に定める。

附　則

この要項は，平成２年２月 13 日から施行する。

附　則

この改正要項は，平成 13 年４月１日から施行する。

■和歌山地域留学生等交流推進協議会に関する申合せ事項

● 協議会の運営について

　　１． 協議会は，年１～２回開催することとする。
　　２． 協議会には，必要に応じ運営委員会委員の出席を求めるものとする。

● 運営委員会の運営について

　　１． 委員長は，運営委員会を招集し，その議長を務める。
　　２． 運営委員会は，協議会の事業計画に関する具体的事項について協議するため，適宜開催するものとする。
　　３． 運営委員会の運営に関し必要な事項は，運営委員会が定める。

● 協議会議長並びに運営委員会委員長の任期の取り扱いについて

　　１． 協議会議長並びに運営委員会委員長の出身団体における任期が終了した場合，前任者の残任期間は，
　　　 出身団体における後継者が，その任にあたる。

附　則

この改正事項は，平成 １３ 年４月１日から施行する。

協議会事務局より
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